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「兄弟わっしょい」
 神輿と乱舞する裸坊 宮司

鈴木宏明

「兄弟、わっしょい！」 裸坊奉仕会 会長
澤田健規天神さまに護られて

防府市長
松浦正人
（全国市長会 会長代理）

裸坊一万人を目指して 防府天神祭振興会 会長
小松宗介

　裸坊たちはどうして乱舞するのでしょうか。人は
祭りに酔いしれ神輿を担ぎ振り、声を張り上げ体を
躍動させることにより自分自身の魂を奮い起こしま
す。そして同時に振られる神輿の神霊はこと更に
湧き上がり神威を発揚されるのであります。ここに
神と人は通じ合い、魂の更新を行ない「

イノチ

生」の甦り
を果たすのです。
　ある若い裸坊が語っていました。
「裸坊を子供の頃から見ていた。みんな一生懸命
だった。引っ込み思案の自分の性格を変える何かが
ある気がした。参加し初めて少し自信ができた。
そして「兄弟わっしょい。兄ちゃん元気か」見知らぬ

男が肩を組んでくる。いっしょになって声を張り上げる。
「人と人、神と人のふれあい」がこの祭りの魅力
なんだ。」

　「兄弟、わっしょい！兄弟、わっしょい！」眼下に広が
る防府のまちから、裸坊たちが俵神輿を担ぎ大石
段を駆け上がってくる。俵神輿を奉納し、裸坊たち
は潔斎を受けます。
　午後6時「兄弟、わっしょい！」の掛け声が一段と
大きくなる。御発輦とともに御綱代輿は本殿を出発
します。より勢いを増した掛け声とともに5,000人の
裸坊たちの力が御旅所へと繋がります。初めて出
会う裸坊たちも肩を組み沿道の皆様と一緒になり
ます。御旅所で浜殿神事を終えた御綱代輿が大
石段の袂へと戻って来ます。いよいよ裸坊たちの
腕の見せ所です。「兄弟、わっしょい！兄弟、わっしょ

い！」この日一番の歓声とともに一気に駆け上がりま
す。
　西日本随一の荒祭りと呼ばれていますが、裸坊
たちはこの日のために身を清め御神幸祭に奉仕し
ます。
　1万人の裸坊を目指し、今年も誠心誠意奉仕し
てまいります。皆様の御奉仕を心よりお待ちしてお
ります。

　昨年の創刊号につづいて今年も拙文ご挨拶の
機会をいただき感謝申し上げます。
　日本最初の天満宮として鎮座いただく天神さま
に護られて、本年は市制施行80周年という佳節を
迎えることが出来ました。改めてご祭神菅原道真
公のご遺徳をおしのび申し上げる次第です。
　昨年11月28日ご斎行の御神幸祭には、全国の
市長仲間に声をかけ、福島県から鹿児島県までの
8市の市長に来防いただき、お宮を参拝していただ
きました（そのうち4市は奥さまを同伴されての来防
です）。鈴木宮司さまから特別席にお招きいただ
き、一同感動をもってご発輦をお祝いさせていただ

きました。
　天神さまとともに発展する防府市。お宮のご隆
盛をお祈り申し上げますとともに、お祭りを盛り上げ
てくださる老若男女諸兄姉に感謝申し上げます。

　「防府天神祭振興会」は昭和61年、防府天満宮に
係る全ての祭り、特に御神幸祭、天神おんな神輿の
振興を促進し、これらの祭りを核にして防府市への観光
客誘致及び街の活性化を計る目的で結成された組織
です。その中でも「防府天神おんな神輿」の振興には
特別な思いを持って発足したのだと聞いています。
　今年、防府天満宮の御神幸祭は平成28年11月26日
に1013回目を迎えます。この祭りは明治から昭和初頭に
かけては、十万人を越す裸坊達が近県各地より防府
天満宮に集結し、この日ばかりは防府の街は老若男女
を問わず熱気にあふれ、燃え上がっていたと今でも
語り草になっています。

　現在、私達「防府天神祭振興会」は、この伝説とも
なっている往年の賑わいを取り戻すべく、「土曜日の
裸坊、日曜日のおんな神輿」のキャッチフレーズで防府の
街を甦らせようと様々な企画・計画を練っています。
　最後になりましたが、防府天満宮を心から愛して
下さる皆様方へのお願いがございます。私達「防府
天神祭振興会」の目標は、裸坊奉仕一万人です。より
盛大な防府天満宮御神幸祭となりますよう、必死に
なって今後とも頑張っていく所存です。
　どうか更なる振興の為に皆様方のお力を下さい。
そして、これから先も永遠に存続してゆく為に変わらぬ、
ご支援、ご鞭撻、ご協力を宜しくお願い申し上げます。
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昨年度 裸坊奉仕団体のご紹介
寛弘元年（一〇〇四）、時の一条天皇より勅使が菅公本州最後の寄港地、ここ防府天満宮に
遣わされました。そのとき以来、晩秋の冷涼な夜気の中、網代輿と二基の神輿にて菅公の御
霊を勝間の浦にお連れし、今年も“無実の知らせ”を奏上して御霊慰めの神事を行います。
防府天満宮 御神幸祭は勅使降祭を起源としております。
午後6時拝殿正面の扉が開かれるや、数百人の裸坊が一斎に拝殿になだれ込み、「兄弟わっ
しょい」の掛声に加え人いきれと体温で殿内は熱気をおびてきます。先頭神輿、第一神輿と
次々に昇ぎ出される神輿を千人ばかりの裸坊が取り囲みます。次いで地響を立てながら、重

さ500㎏の御網代輿が拝殿の階段を下り、参拝者の見守るなか、楼門を経て58段の大石
段を滑り降ります。喚声と怒号、約5,000人の裸坊が乱舞する様は壮絶の一語に尽きま
す。大石段を無事に降りた御網代輿は金鳥居前で台車に仕立てられ、御神幸の行列に加わ
ります。警固町を経て天満宮より約2.5㎞はなれた勝間浦のお旅所（浜殿）に到着。浜殿神
事のあと延喜の昔、菅公送迎の故事にならって浜殿奉行の手により一夜御酒による接待が
行われます。神事終了後行列は再び車塚町から天神町を経て午後9時過ぎ還幸になられま
す。参詣者は境内に溢れ、2日間で約15万人の参拝者で街中は混雑を極めます。

裸坊1万人奉仕をめざして

★ご奉仕出発時のオリジナルな集合写真をご提供下さい。但し、団体名がわかるように俵神輿、提灯、坂札等を写し込んで下さい。
★当日、天満宮では撮影準備をしておりません。各自で撮影をお願いします。もちろん天満宮で撮影されても結構ですが、祭典の進行の妨げにならないよう十分ご注意下さい。

来年も「兄弟わっしょい」第三号を発行します。 今年奉仕の皆様方の集合写真をご提供下さい。
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県道54号

松崎
小学  校

誠英  高校

20：45頃
御殿を目指し、正面大石段を
一気にかけ登る御網代

御発輦直前
境内はひといきれでむせかえる

18：00  御発輦
先ず御神輿二体が出発する先ず御神輿二体が出発する

21：00頃  御帰還
御殿到着

19：30頃  浜殿神事
道真公が無実の罪であったことを奉告した
勅使降祭を再現し御霊魂をお慰めする

ルルサス

続いて御網代が出発

18：45頃  獅子堂 お旅所
道中安全を祈願し酒と鏡餅がお 供えされる
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創スマイル
小規模多機能
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TEL・FAX（0835）24‐0602
山口県防府市大字上右田2458‐1〒747‐0062

介護保険認定事業所

〒747-0032 山口県防府市宮市町4-20
TEL0835-22-7193  FAX0835-22-9121

747-0034 山口県防府市天神1-1-22
TEL：0835-25-0066
FAX：0835-25-0061

あなたの思い出づくり
　　　　　のお手伝い
証明写真・プロフィール・お見合い写真

お宮参り・百日記念・七五三・成人式・ブライダル
学校アルバム制作・複写・デジタル画像処理

http://www.uenoshashinkan.com/ueno/
防府市お茶屋町4-38 TEL  0835-22-0318

0120-090-318フリーダイヤル

創業103年

防 府 市 ま ち の 駅

防府市の観光拠点

（防府天満宮大鳥居横）
無料休憩所・売店・レストラン

☎0835ｰ28ｰ0500

 あなたと街とフェイス t oフェイス
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幸せますクレーン作業車
協同重機有限会社
防府市西仁井令1丁目17番21号
TEL：0835-23-5001  FAX：0835-24-3266
ホームページ  http://www.k-juki.net
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TEL（0835）23-3615 FAX（0835）38-3543

毎月第2・第4土曜日はフリーマーケット

私 た ちも 裸 坊 祭 を 応 援 し て い ま す

セキュリティのことはお任せ下さい・・・
施設の警備・各種イベントの警備
セキュリティシステム・防災システムの設計施工

本社  山口市下小鯖2189-1
ＴＥＬ（083）-941-2211

小さくてもダイヤのように輝こう!

http://www.s-dan.com/index.html

：0835-38-0211
：0835-38-0463

TEL
FAX

〒747-0014 防府市大字江泊2469番地1

包装のことなら何でも気軽に
ご相談ください。

斉藤段ボール株式会社

〒753-0212 山口市大字下小鯖2842-1

：083（927）7888
：083（941）1888

TEL
FAX
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御神幸祭交通規制要図
●交通規制時間/11月26日（土）13：00～23：00・11月27日（日）11：00～17：00

事故のない楽しい祭礼にする為に警察から
次のことをお願いします。
 裸坊奉仕の方へお願い
① お酒に酔った方は参加しないで下さい。
② 酒ビン、御幣用の竹木片等、危険なものを持たないで
下さい。

③ グループごとに責任者を定め統制ある行動をとりま
しょう。

 一般参拝者の方へお願い
① 裸坊へのふるまい酒はやめましょう。
② 臨時交通規制を行います。マイカー使用は自粛願い
ます。

③ 石灯篭の上にあがらないで下さい。
④ 御神幸行列の馬に近づかないで下さい。
⑤ けんか、ケガ等ないように充分注意して下さい。
⑥ 混雑した危険な場所は避け、警察官の指示に従って
下さい。
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山口県防府市上天神町9番8号
TEL（0835）22-2767  FAX（0835）22-4818

 URL http://e-tenmaya.net
Eメール info@e-tenmaya.net

The next stage

多様化する社会の中で求められているのは人と人、人と
企業や社会をつなぐ豊かなコミュニケーションです。お客
様に頼りにしていただける良きパートナーとして心のかよい
あうコミュニケーションを大切にし、あらゆる面から情報
発信をサポートしていきます。

良きパートナーであるために、私たちの使命。
ミッション

〒747-8588 山口県防府市西仁井令1-21-55
［TEL］0835-22-2555（代）  ［HP］http://www.omura.co.jp
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11月26日（土）

11月26日（土）
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11月27日（日）

11月26日（土）18：00～
御神幸祭順路

アスピラートアスピラート ルルサスルルサス

至山口

防府バイパス上り（国道2号） 至徳地
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山陽自動車道

防府東インター

既規制（一方通行）

至
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新
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出発 20:00頃
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おあじろ君

※下記地域は総て駐車禁止です。当日、防府市街地は交通が
　混雑しますので防府バイパス（国道2号）をご利用下さい。当

日
の
ご
参
拝
は
、マ
イ
カ
ー
の

　ご
使
用
を
で
き
る
だ
け
ご
遠
慮
下
さ
い
。

この区間は11：00～17：00の間、
公安委員会の車輌通行止め規制。


